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少するが、中 3 においても 4-6月生まれと 1-3月生まれの間には偏差値




































性が認められる。Western Economic Association Internationalの Annual 
Meeting でもこの点を評価するコメントがあった点は付記しておきたい。
(3)また日本における政策提言についても、その実現可能性にまで踏み込
み、丁寧な考察が行われている。 
主査として 3 年半に渡り植村君の指導にあたる中で、本博士論文の中に
は含めなかったものの、博士課程の中で執筆しすでに公開された、非認知
能力に関わる SFC ジャーナルに掲載された論文「自分に自信のない母親―
規定要因と考察」が、2018年に石橋湛山新人賞を受賞したことを含め、植
村君の研究には、本人の豊富な社会人経験を生かした課題設定、実現可能
性を意識した政策立案がみられる。植村君は、本研究を通して自立的に調
査研究を遂行するために必要な学識、 高度な分析能力、統計的分析手法の
理解、成果を社会と接続するマインドと能力を有することを示した。した
がって、本学位審査委員会は、植村理君が博士号（政策・メディア)を授与
される資格があると認める。  
 
